本装置の八ードウエアについて説おしまず。 


各部の名称と機能(->70ページ） . 

設置と接続(^75ぺージ） . 

基本的な操作(^91ぺージ） . 

内蔵オプションの取り付け（一101ぺージ) 


本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説 
巧していまず。 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへ 
の接続について説明しています。 

電源の ON や OFF のちま、およびフ□ッピーディ 
スクや CD - ROM のセツトちまなどについて説日月 
しています。 

別売の内蔵型オプションを取りがけるときにご覧 
ください。 


システム团 0 S のセットアップ - S 口 UP - 卜12目ぺージ）....専用のユーティリティを使った B の S の設定ち法 

について説巧しています。 

リセットとクリア（一1已3ぺージ） . リセ、ソトずるち法と内部メモリ ( CMOS ) のクリア 

方法について説 S 月します。 

割り込みラインとン〇ポートアドレス（一156ぺージ） ..... ン〇ポートアドレスや割り込み設定について説明 

しています。 


ONL-31 册 cN- 1 10GR1 a-000-02-0406 
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各部のち祿と機能 

本体の各部の名称を次に示します。 



①3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 己インチフ □、ソ ピーディスクを挿人して，デークの書き 
込み/読み化しを巧う装置(^95ぺージ)。 

©-1ディスクアクセスランプ 
① -2 ディスク挿入 □ 

① -3 イジ X クトボ女ン 
(D CD - ROM ドライブ 

CD - R 日 M の読み化しを行う装置(->97ページ)。 

(2)-1 ディスクアクセスランプ 
(2)-2 CD トレーイジェクトボタン 
(2)-3 強制イジェクトホール 
(D POWER スイッチ 

電源を日 N / OFF するスイッチト91、94ぺージ)。一度押 
すと P 日 WER ランプが点灯し、日 N の状態になる。もう一度 
押すと電源を日 FF にずる。4秒 U 上押し続けると強制的に 
シャットダウンする。スリープ機能を持つ 0 S では、スリー 
プスイッチとして巧巧することもできる （-94 ページ)。 

(D USB コネクタ3 

115巨インクフェースに対応している磯器と接続する（^88 
ぺージ)。 

⑥シリアルポートが COM B ) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接渝する（^88ぺ一 
ジ)。 

(D DUMP スイッチ 

巧すとメモリダンプを実行する。通常は使用しない。 

③ POWER ランプ(緑を） 

電源を日 N にすると緑色に点灯する（->72ページ)。省電力 
モード（スリープ）で動作しているときに点減する（対応し 
ている日 S でのみ數作する）。 

(D UID (ユニット ID ) スイッチ 

本体前面/背面にある UID ランプを日 W / OFF するスイ、ソチ。 
スイッチを一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯する（一>10日ページ)。 

(D UID ランプ(黄色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフトウェアか6の® 
コマンドによっても点灯する）（一74ページ)。 

⑩ STATUS ランプ(緑色/アンバー色） 

八ードウェアの状態を表示するランプ。正常に動作してい 
る間は藏色に,な灯する。異常が起きるとアンバー色に,な 
灯、または点減する（^73ぺージ)。 



⑩ ACT / UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接締している八ブなどのデバイスとリ 
ンクしているときに緑色に点巧し、アクティブな状態にある 
ときに緑色に点;威する（^74ぺージ)。丸数字の後の数字は 
「1」が LAN ポート1用で、に」が LAN ポート2用を示す。 

DISK ACCESS ランプ(緑色） 

取リ付けているディスクが動作しているときに点灯ずる（^ 
74ページ)。オプシヨンの PCI ボードに摇続されているデ イス 
クについての表示は LED 中継ケーブルを使巧して接続したと 
きに点灯する。 
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1=1 


①マウスコネクタ 

ド5/2対応のマウスを接締するコネクタ（^88ぺージ)。 

® キーボードコネクタ 

PS /2 対応のキーボードを接続するコネクタ（^88ぺ一 
ジ)。 

(D US 日コネクタ 1-2 

US 巨インタフェースに対応している磯器と接続する（一 
88ページ)。丸数字の後の数字は「1」が US 臣コネクタ1 
で、口」が US 巨〕ネク女之を示す。 

® シリアルポート A(COM A) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接統する（一88 
ぺージ)。 

(D モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（一88ページ)。 

® LAN コネクタ 

10犯 ASE - TX /10 BASE - T と接締するコネクタ （-88 
ページ)。 LAN 上のネットワークシステムと接続する。 
丸数字の傻の数字は「1」が LAN ポート1で、に」が LAN 
ポート2を示す。 

⑦ ACT/UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続している八プなどのデバイ 
スとリンクしているときに漏色に点灯し、アクティフ 
な状態にあるときに緑色に点減する（一74ページ)。 

® 100 TX ランプ(黄色） 

ネットワークポートが100 Mbps で動作しているときに 
黄色に点灯する。1日 Mbps で動作しているときは消灯す 
る（一74ページ)。 


①③ -1 ④⑥⑦⑨⑦⑨⑨ ⑩ 


⑩ 



⑨ POWER ランプ(緑色/アンバー色） 

電源コードがコンセントとつながっていて AC 電源が本体 
に供給されている間.アンパー色に点なする（背面側ラン 
プのみの機能)。電源を日 N にする （ DC 電源が本体に供給 
される）と緑色に点灯する（->72ページ)。省電カモード 
(スリープ）で動作しているときには点滅する（対応してい 
る OS でのみ動作する）。 

⑩ UID ランプ(黄色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフトウエアから 
のコマンドによっても点灯する）。 

⑩ PC 柿‘ード増設用ス□ット 

オプションの PCI ポードを取りがける ス□、ソ ト。 

⑩電源コネクタ 

添がの電源コードを接続する（-ぷ8ページ)。 


本体巧部 


①を巧④巧⑥®⑩ 


八—ドウ H ア編 
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本体前面 


策がファンコネク女（丸数字の禮の数字は 
ファン番号を示す） 

プ□セ、ソサ ( CPU ) 

DIMM ソケット（ち國の左か 6 DIIVIM #1- 
DIMM #2 -DIMM #3) 

電源コネクク 

フ□ントパネルコネクタ 

IDE コネクタ（セカンダリ、 CD - R 日 M ドラ 

イブ用） 

IDE コネクタ（プライマリ、八ードディス 
ク用） 

フ □、ソ ピーディスクドライブコネク每 

LED コネク每 

リチウム電池(バッテリ） 

に M 己コネクク 

コンフィグレーシヨンジヤンパスイッチ 

( >153ぺージ） 

ライザーカードス□、ソト （32- bit /33 MHz / 
日 V ) 

外部接統コネクタ(前ページ参照） 


ランプ表巧 


本体前面には8つ、背面には6つのランプがありまず。ランプの表示とその意巧は次のとおり 
でず。 


POWER ランプけ:） 

本体前面と背面にを1個あります。本体の電源が ON の園、ランプが緑色に点灯しています。 
省電力機能をサポートしている 0S で，省電カモードに切り替えるとランプが点滅します。 

背面側の POWER ランプのみ AC/DC 電源の供給状態を表示します。電源〕ードが接続され， 
AC 電源が本体に供給されると POWER ランプはアンバー色に点なします。本体の電源を ON 
にし、電源ユニットから DC 電源が供給されると、 POWER ランプは緑をに点なしまず(前面 
の POWER ランプも同時に緑色に点なします）。 



本体背面 


①②③④⑤⑥③⑧⑨⑩⑩⑩⑩ ® 






































































STATUS ランプ (A) 

本体前面にあります。八ードウエアが正常に動作している園は STATUS ランプは緑色に点な 
しまず。 STATUS ランプが消なしているときや、緑をに点滅，またはアンバー色に点灯/点 
滅しているときは八ードウエアになん6かの異常が起きたことを示しまず。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧，対処ち法を示しまず。 

■: • ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティをインストールしておくとエラーログ 

を参照することで故障の原因を巧認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャツトダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してくださし、。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をするか （153 ぺージ参照）、一度電源コードを抜き差しし 
て再起動させてください。 


STATUS ランプの ：! 犬 態 

意 味 

対処ちま 

攝色に点灯 

正常に動作していまず。 

_ 

攝色に点減 

メモリが縮退した状態で動作していま 
す。 

巨10 S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメモリを 
確認禮、早急じを披することをお勸めしま 
す。 

CPU エラーを横化した状態で動作して 
います。 

巨10 S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って CPU の状態を植認禮、 
早急に交換ずることをお勧めしまず。 

消な 

電源が OFF になつている。 

電源を ON じして < ださい。 

POST 中である。 

しば6くお待ちくた’さい。 POST を完了後、 
しばらくすると緑色に点なしまず。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして.電源を01\1にし 
直してください。 POST の画面で何らかのエ 
ラーメッセージが表示された場合は、メッ 
セージを記録して保守サービス尝社に連縮 
してください。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグクイマ女イムアウトが 
発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが横化さ 
れた。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ち<ださ 
い。 

アンバーをに点な 

温度異常を横化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着してい 
ないかどうか確認してください。また、 

内部ファンのケーブルげ確実に接滿されて 
いることを確認してください。 

それでち表示び蜜わらない場合は、保守サ 
ービス基社に連絡してください。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会せに連絡してください。 

アンバー色に点減 

デパイス不良を横化した。 

保守サービス会せに連絡してください。 

フアンアラームを横化した。 

内部ファンのケーブルが確実に接編されて 
いることを確認してください。それでも表 
示が蜜わらない場合は、場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


八—ドウ H ア編 
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DISK ACCESS ランプ (i) 

本体前面にあります。 D に K ACCESS ランプは本体内部の八ードディスクや CD - ROM ドライ 
ブにアクセスしているときに点なします。 


UID (ユニット ID ) ランプ 


本体前面と背面に各1個あります。本体前面にある UID スイッチを押すと点好しもう一度押 
すと消なします。複数台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときな 
どに使用することができまず。特にラック背面か6のメンテナンスのときは、このランプを 
点灯させておくと、対ま装置を聞違えずに作業することができます。 


ACT / LINK ランプ(品1、品 2) 

本体前面と背面 ( LAN コネクタ部分)じを1個あります。本体標準装備のネットワークポート 
の状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場合 
に点なします ( LINK )。 ネットワークポートがを受信を巧っているときに点滅します ( ACT )。 
LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
お認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント□ーラ 
が古处章している場合があります。お買いホめの販売店> または保ずサービス会社に連絡して 
ください。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスクや CD - R 0 M 1 こアクセスしているときに点灯します。 


100 TX ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分にを1個あります。本体標準装備のネットワークポートの适信 
モー ドが10犯 ASE - TX か、 10 BASE - T のどち6のネットワークインタ フエー スで動作され 
ているかを示しまず。点归しているときは、 100 BASE - TX で動作されていることを示しま 
す。消なしているときは、 10 BASE - T で動作していることを示しまず。 
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設置と接続 


本体の設置と接続について説明します。 


本装置は卓上または曰 A 規格に適合したラックに設置して使届します。 

卓上への設置 



A ま意 


戀 A 

装置を安全にお使いいただくために;夕のミち意事項を必ずお守りくだをい。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 

1 U 降の説明をご覧ください。 

• 指定む列の場所に設置しない 


設置にふさわしい場所は次のとおりです C 


(下の条件を満たした場所 
<動作時> 室内ミ品度： 10 ご〜 3 己む* 
湿度： 20% 〜 80% 
温度ち]配：±10む/時 
気圧： 74 日〜 1 040hpa 
<休止時 > 室内ミ品度：己む〜 40 で* 
湿度：1 0% 〜 80% 

温度勾配：±1己む/時 
気压： 749-1 040hpa 


本体の前後に 1 日 0mm 
な上のスペースがとれる 
場所 


AC100V 、 平行 二 極 
アース 付きのコンセント 


添付の電源コードび 
届<範囲にあるコン 
セント 


マウスやディスプレイ 
装置のケープルび届< 
場所 



室内湿度1日で:〜2日での範囲を巧てる場所での 
使用をお勧めします。 


八—ドウエア編 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないで<ださい。これらの場所に本体を 

設置すると、誤動作の原因となります。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ち蔵庫などのおく）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお< 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場戸斤。 

• 物のを下が考えられる場所。 

• 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの 
ある場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ，放を/通信用アンテナ、送電綜、電磁ク 
レーンなど)のお<(やむを得ない場合は、保守サービス会せじ連絡してシールドエ事な 
どを巧ってください）。 

• 本体の電源コードを化の接巧線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコンセ 
ントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF ずる場合の接点スパークなど)を発生ずる 
装置のを<には設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置のお<に設置すると 
きは電源图線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 

卓上に置<場合は、本体直面に添付のゴム足を 

貼り付けてください。 

設置場所がままった6、本体の底面をしっかり 

と持って、設置場所にゆっくりと静かに置いて 

<ださい。本体は3台まで積み重ねて置くこと 

ができまず。 

本体の上には質量 SkgtrF の液晶ディスプレイ 

を置くことができまず。 


中央にあるリベットの上に 
貼りがける 
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ラックへの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説 B 月書(添付の rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM の 
中にもオンラインドキュメントが格納されていまず）を参照するか、保ずサービス会社にお 
問し''合わせくたさし、 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼ずることもできまず。 



圏 

圍 


® A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 1 U 降の説明を 
ご覧ください。 

• 指定む列の場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


A ま意 

装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項をおずお守りください。义傷や 
けびなどを負5おそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ぺージ 
U 降の説明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない 

• 巧重び集中してしまうような設置はしない 

■ラックび不ま定な状態でデ/ (イスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデ/ f イスをラックか6引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


次に示ず条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これ6の場所 
にラックを設置したり、ラックに本体を搭載したりずると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

•う 、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾勒がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ち蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生ずる場所。 

• 腐食性ガスの発生ずる場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお< 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物のを下が考えられる場所。 


八—ドウ H ア編 
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• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電綜、電磁ク 
レーンなど)の近<(やむを得ない場合は、保ずサービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを巧ってください）。 

• 本体の電源コードを化の接巧線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコンセ 
ントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイブ(商用電源をリレーなどで ON / OFF ずる場合の接点スパークなど)を発生ずる 
装置のお< (電源ノイズを発生する装置のお<に設置するときは電源函綜の分離やノイズ 
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取りがける手順をと J 下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 
の後で説明しています。 

ここでは、 NEC 製のラ、ソクまたは他社製ラ、ソクへの取り付け手順について説明します。 
NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/3 別こ取り付ける場合は、オプションの 「NS 143-39 
ラック取り付け用ブラケット」がを要です。取り付け手順については、 N 8 143-39 ラック取 
り付け用ブラケットじ添付の説明書を参照ずるか、保守サービス会社にお問い合わせくださ 
い。 






装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死 
こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページむ降の説明を 
ご覧ください。 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定む外の場所で使用しない 



A ミち意 


^( S ) 

装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 

1 U 降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引を出したげ態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を巧まない 


IT-O ラック内部の温度上昇とエアフ □- について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの巧部の通気び不十分だったりずると、ラック内部の温 
度が各装置か5発ずる熱によって上昇し、動作保罰ミ品度 （10 で一3已 ’ C ) を超え、誤動作を 
してしまうおそれびありまず。運用中にラック内部の温度ぴ保証範囲を超えないようラック 
内部、および室内のエアフローについて十分な検討と対策をしてください。 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取り付けるために次の部品があることを殖認してください。 


項蚕 

を称 

数量 

備考 

① 

マウントブラケット 

2 



マウントホルダー (L) 

1 



マウントホルダー (R) 

1 



サポートプラケット 

2 



エクステンションブラケット 

2 



コアナット 

8 


⑦ 

ネジ A 

4 

M3 ネジ、ネジ部の長さ：目 mm、 ワッシ 
ャ付き、マウントブラケットを本体(こ 
固をする際に使用する。 


ネジ巨 

2 

M3 ネジ、ネジ部の長さ：目 mm、 マウン 
トホルダーを本体に固をする際に使用 


ネジ C 

2 

皿ネジ、 M3 ネジ、ネジ部の長さ： 

目 mm、 エクステンションブラケットを 
固をする際に使用する。 

⑩ 

ネジ D 

6 

M 日ネジ、ネジ部の長さ： 10mm、 
サポートブラケットをラックに固をす 
る際に使用する。 


必要な工具 

ラックへ取り付けるためじ企、要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 

次の手順で本体をラックへ取りがけます。 


I f |-0 NE 仁製のラックのラち、 N 8已40-28/2白/38への取0付けには N 8^43-3目ラック取0 
付け用ブラケットが必要となりまず。また、取り付けち法については N 81 43-3 日ラック 
取り付け用ブラケットに添付の説明書をご覧ください。 

• マウントブラケットとマウントホルダーの取り付け 

1 . マウントブラケットのネジ巧と本体側面のネジ巧を含わせる。 

2. マウントブラケットをネジ A に本)で本体に固をする。 

3. もう一方の側面(こマウントブラケットを手順1〜2と同じ手順で取り付ける。 



4. マウントホルダーをネジ B (を1本)で本体に固定する。 



I チェック I 

それぞれ、エンボスをボス巧にはめ込んでください。 
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• コアナットの取り付け 

サポートブラケットを固走ずる位置に添付のコアナットを取り付けます。コアナットは 
ラックの前面(左ち とち) じを2個、背面庙ち とち) じを2個の合計8個取り付けまず。 

コアナットは nu (ラックでの高さを表す単位)」の中に2個取り付けてください ( NEC 製の 
ラックでは、 1 U 単位に丸い刻印があります）。 1 U あたり、ス□ット（角穴）が3つありま 
す。3つの ス □ットのうち、ラック前面側では上の2つの ス □ットに、ラック背面側では 
上下のス□、ソトにコアナットを取り付けます。 

コアナットはラックの内側から取り付けまず。ラックの前面に取り付けたコアナット 
は、上側がサポートブラケット前面の固定に使用します。下側は本体に取り付けたマウ 
ントホルダーにあるセットスクリューの受けとなります。背面のコアナットはサポート 
ブラケット背面の固定用として使われます。 


ラック前面側 


ラック背面側 


コアナットは下側のクリップをラックのの角巧に引っかけてか6マイナ 
スドライバなどで上側のクリ、ソプを巧に差し込みます。 


I チェック」 


ラックの前後，左ちじ取り付けたコア 
ナットの高さが同じであることをお認 
して < ださい。 
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• サポートブラケットの取り付け 



2. <ラ、ソクの前後の奥行きが700 mmlU 上の場合のみ> 


ラックの前後の奥行きが700 mmJU 上の場合のみ W 下の手順を行います。 


(D サポートブラケットの一方を引きプ 
ラケットを分解ずる。 

(D エクステンションブラケットを一方 
のブラケットに差し込む。 


エクステンション 

ブラケット 
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(4) もう一方のブラケットをエクステン 
シヨンブラケットに差し込む。 


3. コアナットを取りがけた位置にサポート 
ブラケット前後の フレームを 合わせる。 


I チェック] 


サポートブラケットを固定ずる部分の 
フレームがラックのフレームよりも手 
前じあることを確認してくだきい。 


サポートブラケット 




ラックの フレーム 


4. 一度取り外して、サポートブラケットの 
匹!角巧がブラケットで完全に隠れている 
ことを磕認ずる。 

完全に隠れていた6、再度、ラックに取 
り付けてください。 
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ヴポートブラケットのネジ巧はを少上下にず5ずことができる程度のクリアランスを持つてい 
まず。初めて取り付ける場合は、コアナットのネジ巧びサポートブラケットのネジ巧の中巧に 
位置ずるようにしてか5固定してくださし V もし、本体を取り付けたときに本体の上下に搭載 
している装置にぶつかる場合は、いったん本体を取り出してヴポートブラケットの固定位置を 
調整してくだをい(ぶつかる装置の取り付け位置も調碧ずる必要がある場合もありまず)。 


6 . もう一方のサポートブラケットを手順1〜5と同じ手順で取り付ける。 


I チェック I 

すでに取りがけているサポートブラケットと同じ高さに取りがけていることを磕話してくださ 
し''。 


本体の取り付け 

取りがけは1人でもできまずが、なるべく複数をで巧うことをお勧めします。 


1 . 本体の前面が手前じなるようじして持 
〇。 

2. 本体側面じあるマウントブラケットをサ 
ポートブラケットじ差し込みながらラ、ソ 
クへ押し込む。 


本体の上下に搭載している装置にぶつ 
かる場合は、いったん本体を取り出し 
てサポートブラケットの固定位置を調 
整してくださし、(ぶつかる装置の取り付 
け位置も調整ずる必要がある場含もあ 
りまず）。 



己.サポートブラケットをまえながら、ネジ 
0(3 本)でラックに固をする。 

サポートブラケットが水平に取り付け 
られていることを確認してください。 


ネジ D 


本体のセツトスクリューの 
受けに使用する 


□ 

□ 

□ 

□ 



n 

□ 


ラック前面側 ラック背面側 
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• 本体の固定 



リユ - 
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取りタル手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
をで行うことをお勧めします。 



A ミち意 


0 A 

/?\ 爪 

装置を安全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。乂傷や 
けがなどを負ラおそれや物的損害を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 

1 U 降の説明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

• ラックが不を定な状態でデパイスをラックか6引を出さない 

• 落下注意 

• 装置を引を出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 



1 . 0 S からシャットダウン処理をずるか 
POWER スイッチを押して本体の電源を 
OFF ( P 0 邮 ER ランプ消な）じする。 


2. 本体前面にある UID スイッチを押して、 
UID ランプを点なさせる。 

3. 本体に接続しているすべてのケーブル、 
および電源コードを取り外ず。 

I チェック I 

本体背面のケープルや電源コードを取 
り外す前に UID ランプで取り外そうと 
している装置であることを磕認してく 
ださい。 



POWER ランプ 


UID ランプ 



リユー 
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己.八ンドルを持ってゆっくりとラックから 
引き化ず。 

本体の両端をしっかりと持てる位置（約 
1已 cm ほど）までゆっくりと静かにラック 
か6引き化してください。 


p-oira 

本体を引を出しずさ’ると、サポートブ 
ラケットか5列れて落下ずるおそれが 
ありまず。 


八ンドル 



ヘン ドル 


目.本体の左ち底面をしっかりと持って取り外し、じょうぶで平6な机の上(こ置く。 


I w-om 

I 本体を引さ 


EM 

出したまま放置しないでください。必ずラックか6取り列してくださし、。 


ラックの機構部品も取り外す場合は、「取り付け手順」を参照して取り外してください。 


八—ドウ H ア編 
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本体に周辺装置を接統します。 

本体にはさまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの図は標 
準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してか6 
添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 

I H-0 お停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設定、ヴーバス 
イッチユニットへの接続•設定などシステム構成に関ずる要巧びございました5、保守サー 
ビス会社のな守員 （またはシステムエンジニア） にお知 6 はください。 





A 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死 
こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページむ降の説明を 
ご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
1 U 降の説明をご覧ください。 


A 爪 


• 指定 W 外のコンセントに差し込まない 
• たこ足配線にしない 
• 中途半端に差し込まない 
• 指定 W 列の電源コードを使わない 


• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り列しをしない 
• 指定むがのインタフ王ースケーブルを使用しない 
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マウス USB 機器シリアルインタ LAN 上のネットワークシステム（八フ（マルチ 
フェース機器 ポートリピータ）を介して接続されます） 



キーボード 


USB 磯器デイスプレイ装置ポ_トリピ_夕）を介して接続されます） 


ク 

ェ 

ア 

編 



• 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON の状態の 
まま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 


• 他社製(ヴードパーティ）の周辺機器およびインタフ王ースケーブルを接続ずる場合は、 
お買い求めの販売店でそれ5の装置が本装置で使用でさることをあ6かじめ確認してく 
ださい。サードパーティの装置の中には本装置で使用でさないものがありまず。 

• SCSI 機器は、オプションの SCSI コント□—ラを搭載ずると接続ずることができま 
ず。 SCSI 機器内部の接続ケーブルを含め、ケーブルの全長が 3 mlU 巧になるよラにし 
てぐださい。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報ヴービスを使用ずる場合は、 NEC フィールディ 
ングに相談してください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはでをません。 

• 回線に接続ずる場含は、認定機関に申請済みのボードを使用してください。 

• PCU □ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケープルを巧くときは、コ 
ネクタのツメが手では巧しにくくなつているため、マイナスドライバなどを使用してツ 
メを}甲して抜いてくだをい。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他 
のボートを破損しないよラ十分にミち意してください。 
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ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後> ケーブルタイなどでケーブルが絡ま 
ないように束ねてください。 

I — -〇 ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよ5フォ ー= ングしてくだ 
さぃ。 

本体の電源コードをお停電電源装置 ( UPS ) じ接続ずる場合は， UPS の背面じあるサービスコ 
ンセントに接続します。 

UPS のサービス〕ンセントには 、 ["SWITCH OUT 」 と rUN-SWITCH OUT 」 という2種類の〕 
ンセントがあります （ rOUTPUTI 」、 rOUTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

UPS を制御するアプリケーシヨン ( ESMPRO / UPSController など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH 0 UT 1 こ電源〕ードを接続しまず。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源コードを接続しまず (24 時聞稼働させる 
モデムなどはこのコンセントじ接続します）。 


<例> 



本体の電源〕ードを接続した UPS によって、 UPS か6の電源供給と本体の ON / OFF を連動 
(リンク)させるために己の S の設定変更があ要となる場合がありまず。 

B の S の rSe 「 ve 「」一 rAC LINK 」 を選択し、適切なパラメータ値に変更してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作のち法について説明します。 


電源の日 N 


本体の電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になりまず。 

次の順序で電源を ON にしまず。 

1 . フ □、ソ ピーディスクドライブにフ □、ソ ピーディスクを セツ トしていないことを磕話ずる C 


2.ディスプレイ装置および本体に接続している周辺觸器の電源を ON にずる。 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している塌合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある P 0 邮 ER スイッチを押 
す。 

本体前面および背面の P 0 邮 ER ランプが 
綠色に点なし、しばらくずるとディスプ 
レイ装置の画面には 「 NEC 」 □ゴが表示さ 
れまず。 


Dooooooooooooool- 


0000000000000000000000 
DOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 
0000000 ,__, * 

0〇〇〇日 © LJ ® 0 


6 


POWER スイ、ソチ 


• L 励 


電源コードを接続するとハードウエアの初期診断を始めます（約5秒間）。初期診断中は POWER 
スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほど時間をおいてから POWER ス 
イッチを巧してくださし、。 

「 NEC 」 □コ■を表示している間、自己診断プ□グラム （ POST ) を実行して八ードウエアの診断をし 
ます。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を完了すると 0 S が起動しま 
す。 


I チェック] 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。20目ページを参 
照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジユー 
ル、 CPU モジユール、キーボード、マウスなどをチェックしまず。また、 POST の実行中に 
各種の团 0 S セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

化荷時の設定では POST を実行している闇，ディスプレイ装置 rx nr^=/"p=> 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 

jl ; BIOS のメニユーで < Esc > キーを巧さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 

ことができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニユーにある 「 Boot-time 
Diagnostic Screen 」 の設をを 「 Enabled 」 に切り替えてください （135 ぺージ参照）。 

POST の実行内容は常に植認するあ要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを殖認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON か 60 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になん6かのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明しまず。 

— "〇 • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないよラにしてください。 

胃ゴ • システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を要 
求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS が要ホしているためのものでず。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを巧して < ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取りがしをしてか5電源を ON にずると、 POST の 
実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあることを示ずメッセージを表示して POST 
をいったん停止ずることがありまず。 

この場合は < F 1 >キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設定できまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めまず。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されまず。本体に搭載されてい 
るメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまで(こ数分かかる塌合もありまず。同様(こ 
再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 

吕.メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されまず。これ6は借載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検化したことを巧6せるメッセージです。 
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3. しばらくずると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 の起動を促ず 
メ 、ソ セージが画面左下に表示されまず。 


[Press < F 2> to enter SETUP or Press <卜1 2> to Network 


使用ずる環境にあった設をに変更ずるときに起動してください。エラーメッセージを伴った上記 
のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更ずる必要はありません 
(そのまま何も入力せずにいると数砂後に POST を自動的に続けまず)。 

SETUP を起動ずるときは、メッセージが表示されている間にく F 2> キーを押します。設をち法や 
パラメーなの機能については、126ぺージを参照してください。 

SETUP を終了ずると、自動的(こもう一度はじめから POST を実行します。 

4. 続いて本体にオプションの SCSI コント□ーラボードなどの専巧の目 IOS を持ったコント□ーラを 
搭載している場合は、巨 IOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます 
(そのまま何も入力せずにいると数砂後に POST を自動的に続けまず)。 

<例： SCSI 巨 IOS セツトアップユーティリティの場合> 


[Press < Ctrl > < A > tor S 仁 SISelect ( TM ) Utility ! ] 


ここでく Ct「l> キーと く A> キーを押ずとユーティリティが起動しまず。 SCSI 機器の設を值や 
ユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。 

このユーティリティは、例として外付け SCS 職器を接続した場合に使用する必要がありま 
す。 

日.オプションボード(こ接続している機器の情報などを画面に表示しまず。 

目.巨 IOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した樓じ、パスワードを入力ずる画面が表示されまず。 

パスワードの入力は、3◎まで巧えまず。3回とも入力を誤るとシステムを起動できなくなりま 
す。この場合は、本体の電源を OFF にしてか6、約10砂ほど時闇をあけて ON にしてください。 

I w-OiM 

os をインストールずるまではバスワードを設定しないでください。 


7. POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーをお化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知しまず。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処ちまについては、「運 
用-保守編」を参照して<ださい。 
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電源の日 FF 


次の順唐で電源を OFFl こします。本体の電源〕ードを UPS 1 こ接滿している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照ずるか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0S からシャットダウン処理をするか POWER スイッチを押して本体の電源を OFF(POWER ランプ 
消な)にずる。 

2. 周辺機器の電源を OFR こずる。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使苗しない状獻スタンバイ 
状態)にすることができまず。 


0 S のシャットダウンメニユーか5スタンバ 
イを選択するか、 POWER スイッチの設走を 
電源オフからスタンバイじ変更した場合は 
POWER スイ、ソチを押すとスタンバイ状態に 
なります ( POWER ランプが点滅します)。 
スタンバイ状態になってもメモリの内容やそ 
れまでの作業の状態は保持されていまず。 
POWER スイ、ソチをもう一度押すとスタンバ 
イ状態は解除されます。 


non noonnonnnnl _1 

")00 0000 
〇 〇 0 〇 〇 〇 C 
D 〇 〇 〇 〇 〇 

00000000000000 

0000000000000 

□ 〇 § § § B ®0® 〇 

〇 

(!) 


POWER スイ'ソチ 


省電カモードへの移斤、または省電カモードからの復帰モま について は、 Windows Server 
2003 /Windows 2000の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、 
Windows Server 2003/Windows 2000の設をに f ホ巧します。 

I M -0 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでください。省電力 

モ-ドか5復帰ずる際に元の状態に復帰で走ない場合がありまず。 
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フ□ッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）-保存（ライト）を巧うこ 
とのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ日ツピーデイスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ日ツピーデイスク （720 K バイ 
卜）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が 0 N 
(POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□，ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化しまず。 

イジェクトボタンを押ずとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
6取り化せまず。 

• フォーマットされていないフ□ッピーディスクをセットずると>ディスクの内容を読め 
ないことをならせるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0 S に添付の説明書を参照してフ□ッピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□ッピーディスクをセットした後に本体の電源を ON じしたり，再起動ずるとフ□ッ 
ピーディスクから起動します。フ□ッピーディスク内にシステムがないと起動できませ 
ん。 

• フ□ッピーディスクアクセスランプが';肖のしていることを巧認してからフ□ッピーディ 
スクを取り化して<ださい。アクセスランプが点の中に取り化すとデータが玻壊される 
おそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保をずる大切なものでず。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿人してください。 

• ラベルは正しい位置に目占り付けてください。 

• 銘筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などのあ体のお< や薬品のお< には置かないで<ださい。 
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• 磁石など磁気を帯びたものをおづけないで < ださい。 

♦クリ、ソプなどではさんだり、落としたりしないで<ださい。 

• 磁気やほこりか6保畫できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フ□，ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようじライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは，読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで巧います。 

• フ□ッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勃めします。（本体に添付されて 
いるフ □、ソピー デイスクはあずバ 、ソク アップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面 1 こ CD - ROM ドライブがありまず。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み化し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置でず。 CD - ROM はフ□、ソピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速に読み化ずことができます。 



A ま意 



装置を安全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りくだをい。乂傷や 
けびなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 

1U 降の説明をご覧ください。 

• CD-ROM ドライプのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトします。 

1. CD - ROM を CD - ROM ドライプにセツトする前に本体の電源が OKKPOWER ランプが緑色に点灯) 
になっていることを磕詔ずる。 

2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジエクトボタンを押ず。 

トレーがかし化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化ず。 


4. CD - ROM の文字が巧刷されている面を上 
にしてトレーの上に静かに、磕実に置 
く。 


己.ち國のように片方の手でトレーを持ちな 
がら、もう一方の手でトレーの中ムじあ 
る馳動部分に CD - ROM の巧がはまるよう 
じ指で押して、トレーにセットずる。 
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6. トレーの前面を磨く押して元に戻す。 



CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセットするときと同じように CD トレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き化しまず。 

アクセスランプが点灯しているときは CD にアクセスしていることを示します。 CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す前にアクセスランプが点灯していないことを確認してください。 


ち図のように、片方の手でトレーを持ち、もう一 
方の手でトレーの中ムにある駆動部分を押さえな 
が 6 CD - R 0 M の端を整くつまみ上げるようにして 
トレーから取り化しまず。 

CD - ROM を取り化した6トレーを元に戻してくだ 
さい。 



取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が取り化せない場合は、次の手順に従って 
CD - ROM を取り化しまず。 


1. PO 邮 ER スイッチを押して本体の電源を 
OFF ( P 0 邮 ER ランプ消な）じする。 


2 . 


直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM 前面ち側じあ 
る強制イジェクトホールに差し込んで、 
トレーが化てくるまでゆっくりと押す。 

w-OiM 


)00000000000000000000000 〇1- 

微城城を城紙城城城〇〇〇〇〇〇〇〇〇 っ( 祝〇0【 


〇 口 1 


む DoSSS 曰 




強制イジェクトホール 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいちのを使用しないで<ださ 
し、。 


• 上記の手順を行っても CD-ROM が 
取り出せない場合は、保守ヴービ 
ス会社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き化ず。 

4. CD - ROM を取り化ず。 

己.トレーを押して元じ戻ず。 
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CD-ROM の取り扱いについて 

使用する CD - ROM は次の点にミ主意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しないロピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねまず。 

• CD - ROM を落とさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

• CD - ROM にラベルなどを貼6ないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで女字などを直接 CD - ROM じ書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• 指がやほこりがついたときは> 乾いた柔6かい巧で、内側か6外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー，クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使巧後は> 専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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—パの確認- UID スイツ 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるためじ本体の前面および背面には rUID (ユニ、ソ HD ) ランプ」がありまず。 



UID ランプ 


前面じある UID (ユニ、ソト ID ) スイ、ソチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとラ 
ンプは消财します。 

ラック背面か6の保ずは，暗<、狭い中での作業となり，正常に動作している機器の電源や 
インタフェースケーブルを取りかしたりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保守 
する本装置を確認してか6作業をすることをお勧めします。 

jl ; 本体背面にも POWER ランプがあります。通電中であるかどうかを確認することができま 

防卜 ] マ。 
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A ミち意 = 

装置を安全にお使いいただくために;欠のま意事項を必ずお守りくだをい。乂傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
1 U 降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引を出した状態にしない 
• 中途半端に取り付けない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 指を挟まない 


内蔵才つシヨンの取り付け 


本体1こ取り付けられるオプションの取りがけ方法および注意事項について記載しています。 


irO • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも巧えまずび、この場合の本体およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定ずる部品を使用してください。指定 1 U がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、 EXPRESS 巨 UILDER を使って必ずシステムを 
アップデートしてください (36 ぺージまたは62ぺージを参照)。 


A 

I 

K 

ク 

ェ 

マ_ 

編 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをずるために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





/4\ 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死 
こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページむ降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


安を上の注意 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されていまず。取り付け'取りかしの際は静 
電気による製品の巧障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接巧ストラップを手首に巻き付けて<ださい。手に入6ない場合は部品を触る前 
に屋体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにして<ださい。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を巧う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を巧ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着を 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を斤わないでください。 

一静電気防止都を履いて作業を巧って<ださい。 

一取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)をかして<ださい。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各■部品の縁の部分を持ち、端すや実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をずる前に準備をします。 

卓上に設置している場合 

本体を卓上1こ設置している場合の手順について説明しまず。 


1. 0 S からシャットダウン処理をずるか 
P 0 机 ER スイッチを押して本体の電源を 
OFF ( P 0 机 ER ランプ消灯）じずる。 

吕.本体に接続しているずベてのケーブルお 
よび電源コードを取り外ず。 

3. ネジ1本を外す。 


3 0 P 〇 〇 〇一〇—〇一〇 P 〇〇 〇公 〇 £ 


0000000000000000000000 
DOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 
0000000 1_1 ■ 

〇 〇 〇 〇日 ®( lj ® 〇 



POWER スイ'ソチ 



4. トップカバーを取 y 对ず。 

<ぼみの部分に指をかけてスライドさせ 
てください。 



トップカバーを取り付けるときは、 
トップカバーにあるフックが本体の 
フレームにある巧に引つかかるよう 
にして取り付けてください。 
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ラックに設置している場合 

本体をラックに設置して いる 場合の手順に ついて 説 B 月します。ラックか6の取りかしは1人 
でもできますが，なるべく複数をで巧うことをお勧めします。 


八ミち意 

A \^\ 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けがなどを負うおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

• 落下を意 

• 装置を引さ出した状態にしない 

• カバーを列したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

^ A \ 

G 


1. 86ページの r 取りかし手順」を参照して本体をラックか6取り外し，じょうぶで平6なかの上に置 
く。 

iwO^m 

I 本体を引走出したまま放置しないでください。必ずラックか弓取り列してください。 

2. ネジ1本を外す(前ページの手順3参照)。 

3. トップ カバーを 取りかず。 

くぼみの部分に指をかけてスライドさせてください（前ページの手順4参照)。 


トップカバーを取り付けるときは、 
トツプカバーにあるフ、ソクが本体の 
フレームじある巧に引つかかるよう 
にして取り付けてください。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスク 

本体には、最大2台の八ードディスクを搭載することができます。 



本体背面 


標準装備の八ードディスクインタフェースは IDE です。 

ディスクミラーリングコント□ーラ配下に IDE 八ードディスクを接続ずる場合は、「ディスク 
ミラーリングコント□-ラ」を併せて参照しながら取り付けてください。 

—-0 NEC で指定していない A - ドディスクを使用しないでくだをい。ヴードバーティの A - ド 
胃司ディスクなどを取り付けると、パードディスクだけでなく本体び故障ずるおそれびありま 
ず。 


動作モードの設定 

八ードディスクを搭載する場合は、八ードディスクの動作モードをそれぞれ設をしてくださ 
い。動作モードの設をについては> 八ードディスクに添付の説明書を参照する力\八ード 
ディスクに目より付け6れているラベルを参照してください。 

1台の八ードディスクで運用する場合は、搭載する八ードディスクの動作モードを 
「 MASTER 」、 またはに INGLE 」 に設定してください。2台の八ードディスクで運苗する場合 
は、1台目を 「 MASTER 」、 2台目を [" SLAVE 」 じ設定します。 
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取り付け 

次に示ず手順で八ードディスクを取り付けます。 


1. 103ページを参照して準備をする。 

2. ディスクベイに八ードディスクを搭載している場合は，八ードディスクじ接続しているケーブル 
をすベて取りかす。 


3. ケーブルホルダを固定しているネジ2本 
を外ず。 


ケーフルホルダ 



4. ケーブルホルダを取り外ず。 



己.ディスクベイが垂直じなるよう(こ持ち上げる。 
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6 .ディスクベイを本体背面へ向けてみしスライドさせて本体から取り外す。 


本体のフレームじ差し込まれていたフックがかれ，ディスクベイが外れまず。 




ディスクベイ2 


ディスクベイ1 


7. 八ードディスクをディスクベイに爵かじ 
ていねいじ置く。 

J \- ドディスクの基あ面をディスクベイ 
に> コネクタ面を図の向きじして置いて 
ください。 

MASTER の八ードディスクを置く場合 
は、国のように八ードディスクのコネ 
クタ面をディスクベイにある巧側へ向 
けてください。 

SLAVE の八ードディスクの場合は， 
八ードデイスクのコネクタ面をデイス 
クペイじある巧側の反対へ向けてくだ 
さい。 


コネクタ面 



コネクタ面 


8. 八ードディスクじ添付のネジを使って 
ディスクベイに固をずる。 

I w-oira 

ネジは八ードディスクに添付のネジを 
使用してください。 
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9. ディスクベイをしっかりと持ち、ディスクベイのフック （2 個）を本体のフレームじある巧に差し 
込む。 

ディスクベイを垂直に立てた状態で差し込んで<ださい。 



ディスクベイ2 



10. ディスクベイを静かにゆっくりと本体に置く。 

w-oira 

ディスクベイ1、2とも取り付けの際に隣のフアンにあたって取り付けづ5い場合がありまず。 
フアンブラケットを指で本体背面側に押しなが5取り付けてください。 


I チェック I 

ディスクベイ2の取り付けの隙に電源ケーブルなどを挟んでいないことを確認してください。 



電源ケープルなどの 
ケーブル類を狭まない 
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1. IDE ケーブルと電源ケーブルを接続する。 


I チェック I 

• コネクク部分に印刷されたタグがついています。接続するコネクタを確認してください。黒 
色のコネク女はディスクベイ1じ取り付けた MASTER ドライブに接続しまず。グレー色のコ 
ネク女はディスクベイ2じ取り付けた SLAVE ドライブじ接続します(ブルー色のコネクタは 
マザーボード上の IDE コネクなに接続されていまず）。 

• 電源ケーブルはインタフェースケーブルの上を通るようにケープリングしてください。 


w-oira 

電源ケーブルのコネクタにケーブルキャップが取り付け5れている場合は、取りがしてくださ 
い。また、取りがしたケープルキャップは大切に保管しておいてください。 



IDE ケーブル 



ディスクベイ1 


2. ケーブルホルダを取り付ける。 

I チェック I 

ケーブルホルダが電源ケーブルなどの 
ケーブルを強く圧迫していないことを 
磕認してください。ケーブルを圧迫し 
ている場合は無理にとめず、ケーブル 
の位置をず6ずなどして圧迫していな 
いことを磕認してか6取り付けてくだ 
さい。 

電源ケーブルは電源ケーブルどおしが 
縱に重な6ないよう1本ずつ並べてに配 
置させ、ケープルホルダによって圧迫 
されていないことを磕認してくださ 
い。 


先端のツメを 
差し込む 



1本ずつ並べて通ず 




































13. 手順 3 で外したネジでケーブルホルダを 
固をずる。 

I チェック I 

固をする前にもう一度、ケーブルホル 
ダが電源ケーブルなどのケーブルを強 
く圧迫していないか確誌してくださ 
い。 

14. 手順1と逆の手順で本体を組み立てる。 


取り外し 

次に示す手順で八ードディスクを取り外しまず。 


一 2台の八ードディスクで運巧していたシステムを1台の八ードディスクで運用ずる場合は、 
ド五す]八ードディスクの動作モードを 「 MASTER 」 か 「 SINGLE 」 じ設定してください。動作モード 
の設定じついては、八ードディスクに添付の説明書を参照するか、八ードディスクに貼りが 
けられているラベルを参照してください。 

— "〇 • 八ードディスク内のデータについて 

取りがした八ードディスクに保存されている大切なデータ(例えば顧客情報やを業の経 
理情報など)が第云ちへ漏洩ずることのないようにお客様の責任において確実に処分し 
てぐださい。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる J 操作やオペレーティングシステムの口才ーマット」コ 
マンドでは見た目は消去されたよラに見えまずが、実際のデータは八ードディスクに 書 
き込まれたままの状態にありまず。完をに消去されていないデータは、特殊なソフト 
ウェアにより復元され、予期せめ用途に聞巧されるおそれがありまず。 

このよラなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウェア(有 f 實) またはサービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めしまず。データの消去につ 
いての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 電源 ケーブルを取りがずときは、次の注意を守ってくだをい。 

-ケーブルをねじ5ない。 

-ケープル部分を持って引っ張5ない。 

-コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 

• ディスクベイ吕に取り付けていた八ードディスクを取り列したまま使用ずる場合は、接 
続していた 電源 ケーブルのコネクタにケーブルキャップをつけてください。ケーブル 
キャップは出荷時に 電源 ケースレに取り付け5れていたものでず（または付属品として 
添付をれている場合もありまず）。 


1. 103ページを参照して準備をずる。 

2. 八ードディスクに接続しているケーブルをすべて取り外す。 

3. 「取りがけ」の手順3〜目を参照してディスクペイを取り外ず。 
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日.八ードディスクを交換ずる塌合は、八ードディスクをディスクベイに取りがける。 

巨.「取りかけ」の手順9〜14を参照してディスクベイを取り付け、ケーブルを接続ずる。 
7. 手順1と逆の手順で本体を組み立てる。 



DIMM 

DIMMCDual Inline Memory Module ) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケットじ取り付 
けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが3個あります。 

■； メモリは最大 3 GB まで増設できます。 

商 

P-0 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 

静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で邮ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説 
明は10吕ページで詳しく説明していまず。 

• 醉社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体が故障ずるおそれがありまず。また、これ5の製 
品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりまず。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号のルさい順に増設します。 


DIMM #2 



化荷時には 、 DIMM #1に DIMM を措 
載しています。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けまず。 

1. 103ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端にある 
レバーを左ちじ広げ、 DIMM をソケット 
にまっすぐ押し込む。 

DIMM の向きにミ主意してください。 
DIMM の端す側には誤挿入を防止する 
ための切り欠きがありまず。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれる 
とレパーが自動的に閉じまず。 

3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を ON にして POST の画面でエ 
ラーメッセージが表示されていないこと 
を殖認する。 

POST のエラーメッセージの詳細じつい 
ては206ページを参照してください。 

日. SETUP を起動して 「 Advanced 」 メニュ ー 
の 「Memory Configuration 」 で増設した 
DIMM が目10 S から認識されていること 
(画面に表示されていること）を確認ずる 
(139 ページ参照)。 



巨. 「 AcK / anced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 じする。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためでず。詳しくは135ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズを推奨値 W 上に設ちずる。 


推奨値：搭載^モリ X 1.5 W 上 

(Windows Server 2003は20ページ 、 Windows 2000は46ページを参照) 










取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ • 巧障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

[ P ； 引 確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 103ページを参照して準備をずる。 

2. 取り外ず DIMM のソケットの両側にある 
レパーを左ちじひろげる。 

□ックが解隙され DIMM を取り外せま 
す。 

3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を ON にして POST の画面でエ 
ラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細につい 
ては206ページを参照してくだきい。 

已. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるため 
です。詳しくは135ページをご覧<ださ 
い。 

巨.故障した DIMM を交換した場合は、 
「 Advanced 」 メニューの 「Memory 
Configuration 」 で 、 「Clear DIMM 
Errors 」 を選び、く Enter > キーを押す。 

エラー情報をクリアずるためでず。詳し 
くは139ページをご覧ください。 
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PC I ボード 


本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されていまず。ライザーカードには 、 PCI 
ボードを取り付けることのできるス□、ソトが1個あります。 

ir-O PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 
Bma 静電気を逃がしてか 5 PCI ボードを取り扱ってくださし、また、 PCI ボードおよびライザー 
カー ドの端子部分やボードに実装されている部品の信号ピンに軸れたり、 PCI ボードおよび 
ライザカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は102ペー 
ジで詳しく説明していまず。 


ライザーカード 



取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトにボードを取り付けまず。 

II ^ PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットのコネクタお 

品す！ 状が合っていることをお認してください。 

I M-0 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみでず。□ングタイプは取 
り付けることができません。 







1. 103ページを参照して準備をずる。 


2. ライザーカードの両端を持ってまっすぐ 
持ち上げて本体から取り外す。 



3. ライザーカードからネジ 1 本を外し、 
設ス □、ソ トカバーを取り外す。 


増 






I 取りがした増設ス□ットカバーは、大 
I 切に保管しておいてください。 



4. ライザーカードに PCI ボードを取り付け 

る 0 

ライザーカードのス□、ソト部分と PCI 
ボードの端す部分を合わせて、磕実に差 
し込みます。 


PCI ボードのブラケットの端が、ライザー 
カードのフレーム巧に差し込まれる 



mm 


ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびボードに実装されている電子部品の信号ピン 
には軸れないでください。ミちれや油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となりまず。 

ラまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損ずるおそれがあ 
りまずのでま意してください。 


I チェック I 


PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム巧に差し込まれていることを確認し 
てください。 
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巨.ディスクミラーリングコント□ーラを取り付けた±易合、折ったインタフェースケーブルと LED 中 
継ケーブルをボードに接続する。 

LED 中継ケーブルのもう一方のコネク女はマザーボード上の LED コネクなに接続されていまず。 



LED コネクタ 


LED 中継ケーブルのもう一方のコネクタを、下図のよう(こ接続します。 


















































































7. ライザーカードをマザーボードのス□、ソトに接続する。 

ライザーカードの端す部分とマザーボード上のス□、ソト部分を合わせて、確実に差し込みまず。 

差し込む際にライザーカードのフレームにある、置体フレームじ引っかけるためのツメが正し 
く勘合していることを磕認してください。また、差し込んだ後、図のようじライザーカードの 
フレームを指で押し、ライザーカードの端す部分が完全に見えなくなるまで押し込んでくださ 
い。 



8. 取り外した部おを取り付ける。 

江本体の電源を ON じして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを磕話ずる。 
POST のエラーメッセージの詳細じついては206ページを参照してください。 

10. rAdvanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためです。詳しくは135ページをご覧ください。 


取りがし 

ボードの取りかしは、取り付けの逆の手順を行って<ださい。 

ボードをしっかりと持って取りタトしてください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてわらいながら取り外しを巧ってください。 

H-O P 巳 I ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを巧くときは、コネ 
クタのツメび手では巧しにくくなつているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押 
して巧いてください。その際に、マイナスドライバなどび LAN ポートやその他のポートを 
破損しないよラ十分にを意してください。 

ボードを取り外したまま運巧する場合は、ライザーカードに取り付け6れていた増設ス□、ソ 
トカバーををず取リ付けて<ださい。増設ス □、ソ トカバーがはネジで固をして<ださい。 
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ディスクミラーリングコント□ーラ 

ディスクミラーリングコント□ーラを搭載すると内蔵の八ードディスクをディスクアレイ 
( RAID 日または RAID 1) にして運用ずることができまず。 


n-O • ディスクミラーリングコント□—ラは大変静電気に弱い電モ部品でず。本体の金属フ 
區重导 レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか6ボードを取り扱ってください。ま 

た、ボードの端子部分や部品を素手で觸ったり、ボードを直接机の上に置いたりしない 
でくだをい。静電気に関ずる説明は102ページで詳しく説明していまず。 

• ディスクアレイ構成に変更ずる場合や、 RAID を変更ずる場合は、八ードディスクを初 
期化しまず。ディスクアレイとして使用ずる八ードディスクに大切なデータがある場合 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってか5ボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を巧ってください。 

• ディスクアレイを構築ずるには2台の八ードディスクが必要でず。 

• 八ードディスクは同じ容量-性能を持ったものにしてください。 


^ ディスクミラーリングコント□-ラを取り付ける場合は、 SETUP の 「AcK/anced」 メニュ ー 

I チェック I の 「PCI Configuration」 で 「PCI Slot 1 Option ROM」 のパラメータが 「Enabled」 じなってい 
ることを確認してください。 


• RAID 0 (ストライピング） 

2台の八ードディスクに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を r ストラ 
イピング」と呼びます。2つのハードディスクへ処理を分散させることにより八ードディ 
スク単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を向上させることができま 
す。 

P-0 • データを2台の八ードディスクに分散して記録しているためアレイを構成している 

八ードディスクが1台でち故障ずるとデータの復旧はでをません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクの整数倍となりまず。 

• RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクに対して同じデータを記録ずる方法でず。この方法を r ミラーリン 
グ」と呼びまず。デークを記録するときに同時に2台の八ードディスク1こ記録するため、 
使用中に一方の八ードディスクが故障しても、もう一方の正常な八ードディスクを使用 
してシステムダウンすることなく継続して運用することができます。 

n-O • データを吕台の A- ドディスクへ同時に ij- ド/ライトしているため、単体ディスク 
に比べてディスクアクセス性能は莫りまず。 


アレイの論理容量は、接続された八ードディスク1台と同じとなります。 
















ケーブルの巧りたたみ 


ディスクミラーリングコント□—ラに添付のインタフエースケーブルを取り付ける場含、 
ケーブルのおりたたみが/必要です。下の國を参考にケーブルをおりたたんでください。 


<おりたたみ図> 




ディスクベイ2側 


ディスクベイ1側 


\の 

= \ 

\. 

•‘ 

@ 

© 

®/'1 

= /' 
/'の 

© @ 

U _ kJ 

n 


谷おり 
山おり 


* 丸数字は折リたたみの順唐 


<できあがり國> 
ディスクペイ乏側 




□到 



<接続時のケーブル配置図> 
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取り付け 


以下の手順に従って八ードディスクおよびディスクミラーリングコント□ーラを取り付けて 
ください。 

謂"〇 • ノ V— ドディスクの動作モードは2台とも 「MASTER」 に設定してください。 

• ディスクミラーリングコント□ーラと八ードディスクを接続ずるケープルはディスクミ 
ラーリングコント□ーラに添付のケープルを使用しまず。本体に接続されていたケープ 
ルは大切に保管しておいてください。 

• ディスクミラーリングコントローラに接続した内蔵の八ードディスクのアクセス状態を 
本体前面の D 旧 K ACCESS ランプに表示をせたい場合は、マザーボードに接続されて 
いる LED 中継ケープルをボードに接続しまず。ディスクミラーリングコント□ーラ側の 
コネクタ位置については、ボードに添付の説明書を参照してください。 


1. 103ページを参照して準備をする。 

2. ケーブルホルダを固定しているネジ2本を外す （107 ページ参照)。 

3. ケープルホルダを取り外す （1 日7ページ参照)。 

4. 「八ードディスク」の「取り付け」の手順5〜10を参照して八ードディスクを取り付ける。 

取りがける前に動作モードの設定が 「MASTER」 じなっていることを磕認してください。 

己. IDE ケーブルを本体から取り外す。 

コネクタ部分にあるプルクブを持ってまっすぐ引き抜いてください。 



I取りがした IDE ケープルは、大切に保管しておいてください。 
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目. 「PCI ボード」の「取りがけ」の手順を参照してディスクミラーリングコント□ーラを取り付ける。 

LED 中継ケーブルは本体のマザーボード上のコネクタ (LED コネクタ)じ接続されているケーブルの 
黒色側のコネクなをディスクミラーリングコント□-ラの LED Active ピンに接続します。 



LED コネクタ 



7. イン女フェースケーブルがマザーボード 
用の電源ケーブルの下を通るように配線 
した褚、八ードディスクと接続ずる。 

ケーブルは、ディスクベイ2側、ディス 
クベイ1側の順に接続してください。 

8. 電源ケーブルを八ードディスク(こ接続ずる。 

電源ケーブルはインタフェースケーブル 
の上を通してください。 


ディスクベイ2 


インタフェースケーブルは 
電源ケーブルの下を通す 



ディスクベイ1 


八—ドウエア編 
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江ケーブルホルダを取り付けてネジで固定 
ずる0 

I チェック I 

ケーブルホルダが電源ケーブルなどの 
ケーブルを強<圧迫していないことを 
磕認してください。ケーブルを圧迫し 
ている攝合は無理にとめず、ケーブル 
の位置をずらずなどして圧迫していな 
いことを磕認してから取り付けてくだ 
さい。 

電源ケーブルは電源ケーブルどおしが 
縱に重ならないよう1本ずつ並べてに配 
置させ、ケーブルホルダによって圧迫 
されていないことを磕認してくださ 
い。 


電源ケープルは束にせずに 
1本ずつ並べて通す 


10. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

トップカパーを取り付けるときは、電源ケーブルを狭まないようにしてください。電源ケープ 
ルは電源ュニット側に寄せてください。 

11. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認ずる。 
POST のエラーメッセージの詳細については206ページを参照してください。 

12. 必要(こ応じてディスクミラーリングコント□ーラの BIOS ユーティリティを起動して使巧環境に 
合った RAID 設定をする。 

詳しくはボードに添がの説明書を参照してください。 


先端のツメを 
差し込む 
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取り外し 

ボードの取り外しは，取り付けの逆の手順を行ってください。 

また，ボードを取り外したまま運用する場合は，ライザーカードに取り付け6れていた増設 
ス□、ソ トカバーをあず取り付けて<ださい。増設 ス□、ソ トカバーはネジで固定して<ださ 
い。 


RAID の構築と管理 

ディスクアレイ （ RAID ) の構築は、ディスクミラーリングコント□—ラ上のチ、ソプに搭載さ 
れている 「 FastBuild 」 ユーティリティを使用します。 Fastfiuild は本体の電源を ON にした直 
後に起動する POST の途中で起動することができます。詳しくは、ディスクミラーリングコ 
ント□ーラに添付の説明書を参照して<ださい。 

ディスクアレイの管理は、本体に添付の rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM に格納されている 
ユーティリティ 「 FastCheck 」 を使用します。インス!ルのち法や操作の詳細じついては、 
「ソフトウエア編」または EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメントを参 
照してください。 


八—ドウエア編 
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- SETUP - 


システム BIOS のセツトアップ 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定ちまじついて説日月しまず。 

導入時やオプションの増設/取リクトし時にはここで説 S 月ずる内容をよく理解して、正しく設定してくださ 
い。 



SETUP はハードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールでず。 このユーティ 
リティは本体巧のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティ 
リティなどがな<てち実行できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとん 
どの場合において SETUP を使届する必要はありませんが、この後に説明するような場合な 
どを要に応じて使用して < ださい。 

M-0 • SETUP の操作は、システム管理ち（アドミニストレータ）び行ってください。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることができまず。パスワードには、 
「Administrator」 と 「UserJ の2つのレベルがありまず。 「AdministratorJ レベルのパ 
スワードで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変更ができまず。 
「AdministratorJ のパスワードが設定されている場合、 「User」 レベルのパスワードで 
は、設定内容を変更でをる項目が限5れまず。 

• 0S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージヨンがインストールをれていまず。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合びありまず。設定項目については、才 
ンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い含わせてください。 



本体の電源を ON にずるとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されまず。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > キーを押してください。 

しばらくずると、次の^、ソセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to Network 


ここで < F おキーを押ずと、 SETUP が起動して Main メニユー画面を表示します。 
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t (前に S 口 UP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを人力してください。 


Enter password :[ 


パスワードの人力は、3回まで行えまず。3回とも誤ったパスワードを入力すると，本装置は 
動作を停止しまず（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 




バスワードには、 「 Administrator 」 と 「 User 」 の2種類のハ’スワードがあります。 
「Administrator」 では、 SETUP でのすベての設をのが態を巧認したり、それらをを更したり 
することができます。 「User」 では、確認できる設まや、変更できる設をに制限があります。 


キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューがあることを示す 


現在表示しているメニューを示す 


設定項目. 


I > System Management 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 
• BMC IRQ: 

AC LINK: 

Temperature Sensor: 
Post Error Pause 
Boot Monitoring: 


[IRQ 10] 
[Last State] 
[Enabled 】 
[Enabled] 
[Disabled] 


Item Specific Help 



Select II 
Sdect ド 


ChangeV 
• Select ► 


Values F9 Setup Debults 

Sub-Menu FIO Save and Exit 


オンラインヘルプ 
ウインドウ 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


キーの 機能説明 


カーソルキー （ t 、 U 

カーソルキー （卜、 -*•) 
< — > キ ー /< + >キー 

< tnter > キー 
< Esc > キー 
く F レ丰一 


< F 9> キー 
<F10>+- 


画面に表示されている項目を選がします。た字の表示が反廚している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security . Server . Boot . Exit などの^ニューを選択します。 
選択している項目の値（パラメータ）を変更しまず。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、この丰一はお効です。 

選択したパラメータの決定を巧うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 

SETUP の操作でわか6ないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > 丰一を押すと.元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラ^一女をデフォルトのパラメークに戻します（出荷時のパラ 
メー タと異なる場合があ y ます）。 

設定したパラメータを保ちして SETUP を終了しまず。 
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設定例 


次にソフトウIアと連携した機能や、システムとして運用ずるときにお要となる機能の設を 
例を示します。 


日付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできまず。 

「Main」 一に ystem Time」 （時刻の設定） 

「Main」 一に ystem Date」 （日がの設定） 

お な Urn 过閣 店 遲 
に SMPRO 」 が持つ温度監視機能と連携させる 

「 Server」 一 「Temperature Sensor」 イ Enabled」 


に SMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 


rAdvancedJ-^rAdvanced Chipset Control」 一 「Wake On LANJ-^fEnableclJ 
「Server」 一 「AC LINK」-^ に tayOff」 


ー ドディスク関連 


A - ドディスクのげ態を確認ずる 

「Main」 一 「Primary Master/Primary Slave」 一表示を確認する 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

一 UPS から電源が供給されたら常Iこ電源を ON させる 
「Server」 一 「AC LINKJ-^fPower On」 

- POWER スイ、ソチを使って OFFl こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

「Server」 一 「AC LINKJ-^fLast State」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままじずる 
「Server」 一 「AC LINKJ-^fStayOffJ 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順をを変える 

「BooU^ 起動順序を設走する 

POST の実行内容を表示ずる 


「Advanced」 イ Boot-time Diagnostic Sc「eenJ--「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Es にキーを押しても表示させることができまず。 
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コンソール端末か 5 制御ずる 

に erver 」 一 「Console Redire な ion 」 一それぞれの設定をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「 Adv 3 nced 」- MMemo「y 
Configuration 」 一表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループと 
マザーボード上のソケットの位置はち國 
のように対応していまず。 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアず 
る 

「 Adv 3 nced 」- MMemo「y 
Configuration 」 一 「Clear DIMM Errors 」 
一く£〇ぉ「>キ—>リブートするとクリア 
される 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行ずる 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」- 
細テストを実行する 


DIMM #1 



^「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 ーリブートずると詳 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認ずる 

「 Main 」 一 「Processor Settings 」 一 「CPU #1 Status 」 一表示を確認ずる 

CPU のエラー情報をクリアずる 

fMainJ-^rProcessor SettingsJ-^fClear CPU Errors 」 一く Ente 「>+ — ^ リブートするとク 
リアされる 


キーボード関連 


Numlock を設定ずる 

「 Advanced 」 一 「NumLock I 
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イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 「ヒ vent Log Initialization 」 一く ヒ nte にキ ——> ■リブー 
卜するとクリアされる 



BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

「 Security 」 一 rSet Administrator Password 」 ーパスワードを入力ずる 

「 Security 」 一 rSet User Password 」 ーパスワードを入力する 

管理をパ スワー ド ( Administrator ） 、 ユーザー パ スワー ド （ User ) の 順 I こ 設定しまず。 

POWER スイッチの機能を有効/無効にずる 

「 Security 」 イ Power switch 」 イ Enabled 」 (有細） 

「 Security 」 一 「Power Switch 」 一 「 Disabled 」 (無劾） 

I P-0 POWER スイッチを無効にずると POWER スイッチによる ON/OFF 操作に加え、階制電源 

oFFd 6吕ぺージ参照) j も機能しなくなりまず。 

セキュアモードを設定ずる 

「 Security 」 ーユーザーパスワードを登録一それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


が付けデバイスに対する設定をずる 

rAdvancedJ^rPehpheral Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定をずる 


内蔵デバイス関連 


本体内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「PCI Device _ H それぞれのデバイスじ対し 
て設定をする 

ディスクミラーリングコント□-ラボードまたは SCSI コント□-ラなどを取り付ける 

「 Advanced 」 一 「PCI ConfigurationJ^fPCI SI 饥1 Option ROMJ-^rEnabledJ 

八ードウエアの構成情報をクリアずる（内蔵デバイスの取り付け/取りがしのを） 

「 Advanced 」一 >fReset Configuration Data 」 イ Yes 」 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定內容を保をずる 

「 Exit 」 イ Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「 Exit 」 イ Exit Discarding Changes 」 

Bl 日 S の設定をデフォルトの設定に戻ず 

「 Exit 」 イ Load Setup Defaults 」 

保巧されている設定内容を□ー ドずる 

「 Exit 」 イ Load Custom Defaults 」 

現在の設定内容を保をずる 

「 Exit 」 一 have Custom Defaults 」 


八—ドウエア編 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく目種類のメニューがあります。 

• Main メニュ ー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュ ー 

• 目00ニュー 

• Exit ^ —ZL — 

このメニューの中からサプ^ニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きまず。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をしまず。 


Main 

SETUP を起動ずると，まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブ^ニューが表示されます。 



System Time: 

虹 : 18:58] 

Item Specific Help 


System Date: 

[08/03/2002] 

Legacy Floppy A: 
Primary Mast^ 
Primary Slave 

[L44/1.25 Mb 玉 5] 

None 

None 


Secondary Master 

CD-ROM 


Secondary Slave 
> Processor Settings 

None 


Language: 

[English (US)] 



F1 Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - > Select Menu Enter Select Sub-Menu FIO Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設ををします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設ををしまず。 

Legacy Floppy A 

Disabled 

フ□、ソピーディスクドライプ A (標準装備)の 


[1.44/1.25 Mb 3.5"] 

設ををします。 

Primary Master 

— 

それぞれのチャネルに巧続されているデバイ 

Primary Slave 

Secondary Master 
Secondary Slave 


スの女イプを表示します。 

Language 

正 nglish ( US )] 
Franoacis 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示ずる言語を遲択しまず。 


[]: 化荷時の設定 


— "〇 BIOS のパラメータで時刻や日付が正しく設定されていることを必ず確認してください。次 

のを件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調整をしてください。 

-装置の輸送後 

-装置の保管後 

-装置の動作を保証ずる環境条件(温度：10で〜3己で-湿度； 20〇/〇〜80〇/〇)か6列れた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要ボずる 
よラなシステムに組み込む場合は、タイムヴーバ (NTP サーバ)などを利用して運用ずるこ 
とをお勧めしまず。 

システム時計を調碧してち時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場含は、お買いホめ 
の販売店、または保守サービス会社に保守を巧頼してください。 
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Processor Settings 

Main メニュ ー XTProcessor Settings 」 を選択すると、下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor POST Speed 
setting 

xxxxx GHz 

プ□セ、ソサの動作周汲数を表示しまず(表示 
のみ）。 

CPU #1 Status 

Normal 

Error 

プ□セ、ソサの現在の状態を表示しまず。 
「 Normal 」 はプ□セ、ソサが正常であることを 
示します。 「 Error 」 は故障していることを示 
します(表示のみ)。 

Clear CPU Errors 

Enter 

< Ente 「> キーを押ずと CPU のエラー情報をク 
リアします。 


[]： 出荷時の設定 



















Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced ^ ニューが表示されまず。 


項目の前に「►」がついている;<ニューは、選択してく En おにキーを押すとサブメニューが表 
示されます。 





Item Specific Help 

> PCI Configuration 



> Peripheral Ccxi 行 Qurai ぴ i 


Additional setup 
menu to configure 

k Memory Configuration 
> Advanced Chipset Control 



PCI device. 

Res€A Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[On] 


Memory/Processor Error 
Boot-time Diagnostic Screen: 

[Enabled] 


[Disabled] 



F1 Help T ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアずるときは 「 Yes 」 じ 
設定しまず。システムの起動後じこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わりまず。 

NumLock 

[ On ] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


Off 

定:します。 

Memory/Processor Error 

[ Enabled ] 

POST 中にメモリや CPU のエラーを検化した 


Disabled 

ときに POST を中断ずるかどうかを設走しま 
す。 

Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己診断 ( POST ) の実ち画面を表示 

Screen 

Enabled 

させるか、表示させないかを設定しまず。 
「 Disabled 」 じ設をすると、 POST の間、 
「 NEC 」 □コが表示されまず。（ここでく Esc > 
キーを押ずと POST の実行画面に切り替わり 
まず。） 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration 


Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択ずると、下の画面が表示されます。項 
目の前Iこ「►」がついている;<ニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► LAN な 

► LAN 巧 

► VGA 

PCI Slot 1Option ROM: [Enabled] 



FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 SetupD ホ ulte 

Esc Exit < > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FlO Save and Exit 


項目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot 1 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□ットに接続されているデバイス（ボー 
ド）に搭載されている目 IOS の有効/無効を設 
をずるサブメニューを表示します。ディスク 
ミラーリングコント□ーラに 0 S がインス 
トールされている八ードディスクを接続ずる 
際にはそのス□、ソトを 「 Enabled 」 に設定:して 
ください。オプション ROM 巨 IOS を搭載した 
LAN コント□-ラボードを使用していて、こ 
のボードからネットワークブートをしないと 
きは 「 Disabled 」 じしてください。 


[]： 出荷時の設定 


- LAN #1/LAN #2 


項目 

パラメータ 

説 明 

LAN #1 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの有タカ/無 

LAN #2 

Disabled 

交力を設をします。 

Optoin ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨 IOS の 


Disabled 

展開の有効/無効を設をするサブメニューを 
表示します。 


]: 化荷時の設定 






















- VGA 


項目 

パラメータ 

説 明 

VGA 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 

お交力を設をします。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Corm 甚 uration 

Advanced ^ ニ ューで 「Peripheral Configuration 」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されま 
ず。 


Phoenix BIOS Setup Utility 



項目については次の表を参照してください。 

11-0 割り込みやベース I / O アドレスが他と重複しないようにミち意してくださ設定した帽が他 
胃司のリソースで使用されている場合は黄色の r * j が表示されまず。黄色の r * j が表示されて 
し、 る項目は設定し直してください。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A を使用するかどうかを設定 
します。 

Serial Port A I/O Address 

[3 F 引 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A に割り当てる I/O アドレス 
を指をします。 

Serial Port A Interrupt 

3 

[4] 

シリアルポート A に割り当てる割り込みを 
設定しまず。 

Serial Port 巳 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート巨を使用するかどうかを設定 
します。 

Serial Port 目 I/O Address 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート目に割り当てる I/O アドレス 
を指をしまず。 

Serial Port 巨 Interrupt 

[3] 

4 

シリアルポート目に割り当てる割り込みを 
設定しまず。 

Mouse Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

マウスの有タカ/無効を設定します。 

Legacy USB Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

US 己を正まじサポートしていない 0 S でち 

USB キーボードが使用できるようじするかど 
うかを設定しまず。 

IDE Controller 

Disabled 

Primary 

Secondary 

[ Both ] 

IDE コント□ーラの有効/無タカを設定しまず。 


[ 


]: 化荷時の設定 















Memory Configuration 


Advanced;^ ニューで 「Memory Configuration」 を選択ずると、 W 下の画面か表示されま 
ず。 




F1 Help T i Select Item -/+ Change Values F9 Sebjp Defaults 

Esc Exit • - Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu FlO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Memory Size 

- 

拡張メモリの容量を表示します(表示のみ)。 

DIMM Group #1-#3 Status 

Installed 

Error 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示しまず。 

「 Installed 」 は;>< モリが取りがけられていて、 
正常であることを示します。 「 Error 」 は故障 
していることを 、 [Not Installed 」 はメモリが 
取り付けられていないことを示します（表示 
のみ）。 

Clear DIMM Errors 

Enter 

< Enter > キーを押すと DIMM グループのエ 
ラー情報をクリアしまず。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実巧ずるかど 
うかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced;^ — zl—T f Advanced Chipset Control」 を選択ずると、 W 下の画面が表示され 
まず。項目の前に「►」がついている^ニューは、選択してく Ente「> キーを押ずとサブメ 
ニューが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

► PCI Device 


Additional setup menu 



to configure PCI 

Wake On LAN: 

[Enabled] 

devices. 

W^ke On Ring: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - >• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

机 ake On LAN 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有劲/無効を設をしまず。 

机 ake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 


[ 


]： 化荷時の設定 


















PCI Device 

Advanced メニューの 「Advanced Chipset ControUTTPCI Device」 を選択ずると、 W 下の 
画面が表示されます。 




F1 Help t I Select Item -/+ Change Values F9 Sebjp Defaults 

Esc Exit ■<-- - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FID Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

PCI IRQ 1 - 8 

Disabled 
[Auto Select ] 

IRQ 3 

IRQ 4 

IRQ 己 

IRQ 6 

IRQ 7 

IRQ 10 

IRQ 11 

IRQ 12 

PCI パスにある 8 本の割り込み信号をどの 

IRQ リク エス トに割り当てるかを設定しま 
ず。 

パラメータの 「 IRQ 10」と riRQ り」は、 
「 Server 」 メニューの「巨 MC IRQ 」 で設をして 
いるパラメータと同一のものは選択できませ 
ん 0 


[]： 出荷時の設定 
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S 白 curity 

力ーソルを rSecurity」 の位置に移動させると、 Security^ ニューが表示されます。 


を 



Phoenix BIOS Setup Utility 


を ： 「Secure Mode (セキュアモード)」と呼ばれるセキュリティモードの設定項目です。 
User Passw 日 rd を登録しているときのみ選ができます。また、「幻:「1 +冉比+」は 
[Secure Mode HotKey 」 を 「 Enabled 」 にしたときに表示されます。 

セキュアモードは、ユーザーパスワードを持つ利用者 U 外か6のアクセスを制限す 
るモードです。セ丰ュアモードを解隐するまで丰ーボード、マウスは機能しませ 
ん。セキュアモード中、システムに接続されたのキーボード上のランプが 
ScrollLock ランプ、 CapsLock ランプ、 NumLock ランプの順に点減します。 

セキュアモードの状態にあるシステムを通常の状態に戻すじは、キーボードか6 
ユーザーパスワードを人力してく Ente 「> キーを押してください。 


Set Administrator Password もしくは Set User Password のどちらかでく En1:e「> キーを押 
ずとパスワードの登録/変更画面が表示されまず。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字じ(巧の英数字および記号でキー 
ボードから直接入力します。 

— "〇 • 「User PasswordJ は 、 「Administrator Password 」 を設定していないと設定でき 

信重司 ません。 


0 S のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

パスワードを忘れてしまった場合は、「リセットとクリア」を参照して消ましてくださ 
い。 















各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password * 

7 文字までの英数字 

く Ente 「> キーを押ずとユーザーのパスワード 
人力画面になりまず。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Administrator Password 

7 文字までの英数字 

< Ente 「> キーを押ずとアドミニストレータの 
パスワード入力画面じなります。このパス 
ワードですベての SETUP メニューにアクセ 
スできまず。この設をは、 SETUP を起動し 
たときのパスワードの入力で 
「 Administrator 」 で□グインしたときのみ設 
定:できます。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

Enabled 

ブート時にパスワードの入力を巧う/巧わな 
いの設定をします。先にアドミニストレータ 
のパスワードを設をする必要がありまず。も 
し、アドミニストレータのパスワードが設定 
されていて、このオプションが無効の場合は 
BIOS はユーザーがブートしていると判断し 
まず。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

机 rite Protect 

八ードディスクのプートセククへの書き込み 
を許巧ずるか禁止ずるかどうかを設定しま 
す。 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 min 

2 min 
己 min 

10 min 

30 min 

1 hr 

2 hr 

キーボードやマウスか6の入力が途絶えて 
からセキュアモードに入るまでの時間を設定 
しまず。 「 Disabled 」 の時はセキュアモードに 
なリません。 

Secure Mode HotKey 

[ Disabled ] 

Enabled 

キー入力でセキュアモードを起動できるよう 
じずるかどうかを設ちしまず。 

Ctrl + Alt + 

[ L ] 

セキュアモードを起動させるキーを設ちしま 
す。 < Ctrl > キーとく Alt > キーを押しながら設 
定したキーを押すとセキュアモードが起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起動さ 
せるかどうかを設定しまず。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードに入った時にモニタを切るか 
どうか設定できまず。 

Floppy 机 rite Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードの間、フ□ツピーディスクド 
ライブ(こセツトしたフ □、ソ ピーディスクへの 
書き込みを許巧ずるか禁止ずるかを設ちしま 
す。 


* に et Administrator Password 」 でパスワードを登録したときに指定できます。 


[]: 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Power Switch 

Disabled 

[Enabled] 

PO 机 ER スイッチの機能の有効/無効を設定 
します。 「Disabled」 じ設をすると、 OS の起 
動後は PO 机 ER スイッチで電源を OFF できな 
くなります。（強制電源 OFF(PO 机 ER スイッ 
チを4秒 W 上押して強制的に電源を OFF じさ 
せる機能)も含む。） 


[ 


]: 化荷時の設定 







g 白 rve 广 

力ーソルを！ " Server 」 の位置 I こ移動させると、 Servers ニューが表示されます。 


Server ;^ ニューで設定できる項目とその機能を示しまず 。 「System ManagemenU と 
[Console Redirection」、TEvent Log Configuration 」 は選択後、く Enter > キーを押してサ 
ブメニューを表示させてから設定しまず。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Sa'ver 


► System Managemait 

► Console Redi recti cni 


Item Specific Help 



► Event Log Configuration 


Displays System and 
revision infomation 

BMC IRQ: 

[IRQ 10] 

AC LINK： 

[Last State] 


T emperature Sensor: 

Post Error Pause 

Boot Monitoring: 

[E nabled] 

[Enabled] 

[Disabled] 



FI Help 
Esc Exit 


i Select Item 
- Select Menu 


-/+ Change Values 

Enter Select ^ Sub-Menu 


F9 

FlO 


Sebjp 
Save a 


Defaults 
and Exit 


各項目については次の表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 10] 

IRQ 11 

巨 MC 割り込みの IRQ を設をします。 

AC LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設ちします ( 下表参照)。 

Temperature Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実巧中 ( こエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設をします。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 Minutes 

10 Minutes 

15 Minutes 

20 Minutes 

25 Minutes 

30 Minutes 

35 Minutes 

40 Minutes 

45 Minutes 

50 Minutes 

55 Minutes 

60 Minutes 

起動時のブート監視の機能の有効/無効を設 
走しまず。 

この觸能を使用する場合は、 ESMPRO/ 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
いない 0S 、 CD-ROM からの起動時は、この 
機能を使用しないでください。 ARCServe で 
Disaster Recovery Option を使巧の攝合 
は、 「 Disabled 」 にしてください。 


[]: 出荷時の設定 


「AC LINK 」 の設定と本体の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表1こ示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

sn> み 
巧で 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 (DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFF* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを 4 秒 W 上押し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 



















System Management 


Board Part Number: 
Board Serial Number: 
System Part Number: 
System Serial Number: 
Chases Part Number: 
Chasas Serial Number: 

BMC DevicelD: 

BMC Firmware Rev: 
BMC Device Rev: 

SDR Rev: 

PIARev: 


BIOS Revision: 


All Items on thi s menu 
cannot be modified in 
user mode. If any 



system Supervisor. 


Server メニューで 「System Man 明 em 飢りを逞択し < Ente 「> キーを押すと > U 下の画面か表 
示されます。 


1 


Phoenix BIOS Setup Utility 


項目については次の表を参照してください。 


F1 Help 1 i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - • Select Mmu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


System Management 


Item Specific Help 


Server 


項目 

パラメータ 

説 明 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部お番号を表示しまず(表示 
のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示しまず 
( 表示のみ)。 

System Part Number 

- 

本体のコードを表示しまず ( 表示のみ）。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部 S 番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示しまず(表示 
のみ）。 

BMC Device ID 

— 

目 MCC 巨 aseboard Management Controller) 

のデバイス ID を表示しまず（表示のみ）。 

BMC Firmware Rev 

— 

巨 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
まず ( 表示のみ)。 

BMC Device Rev 

— 

巨 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

SDR Rev 

— 

SDR(Sensor Data Record) のレビジョンを 
表示します ( 表示のみ)。 

PIA Rev 

— 

PIA(Platform Infomation Area) のレビジョ 
ンを表示しまず ( 表示のみ）。 

BIOS Revision 

— 

巨 IOS のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 


EE EE I 
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Console Redirection 


Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択し < Enter > キーを押すと、と JTF の画面が表 
示されまず。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: [Disabled] 

ACPI Redirection Port: [DisaUed] 

BIOS Redirection Baud Rate: [19.2K] 

BIOS Redirection Flow Control: に TS/RTS] 

CcmsoleType: [PC ANSI] 

Remote Console Reset: [Disabled] 

Select the Serial 
port to use for 

Console Redirection. 

Disabled completely 
disaUes C chi sole 

Redirection. 


FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial A 

Serial B 

コンソール端ホが接続されているシリアル 
ポートを設をします。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial A 

Serial B 

OS 動作中に使用するコンソール端末が接続 
されているシリアルポートを設ちしまず。 

BIOS Redirection Baud Rate 

9600 

[19.2k] 

38.4k 

57.6k 

115.2k 

コンソール端末との通信速度 ( ボーレート）を 
設定します。 

BIOS Redirection Flow Control 

None 

XON/XOFF 
[CTS/RTS] 
CTS/RTS + CD 

フ □ 一お御の方法を設定します。 

Console Type 

[PC ANSI] 

VT100+ 

VT-UTF8 

コンソール端ホの種別を選択します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

コンソール端ホからのリセット機能の有効 / 
無効を話をします。 「 Enabled 」 じ證をずる 
と ' コンソール端末からのエスケープシーケ 
ンス （ESC R ESC r ESC R ) によりリセット 
されまず。 


[]： 出荷時の設定 






















Event Log Configuration 

Server メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択しく En 1; er > キーを押ずと、 W 下の画面 
が表示されまず。 


Phoenix BIOS Setup Utility 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Error Log Initialization 

Press Enter 

<Ente 「> キーを押すと保存されているエラー 
□ グを初期化します。正常の□グが初期化さ 
れると、この表示の下じ 「Event Log 
Cleared! 」 と表示されまず。 
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Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると，起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 



システムは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウエア 
を見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

<t >キー/< i >キー> <+>キー/<一>キーでブートデバイスの優先順位を変更できまず。 

名■デバイスの位置へ< t >キー/< ■!■ >キーで移動させ> <十>キ ー/<— >キーで優先順位を変更 
できます。 

I M -0 EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は、上図に示ず順扭こ設定してください。 













Exit 

力ーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニユーが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


この^ニューの各オプションについて以下に説明します。 

• Exit Savin 呂 Changes 

新た I こ選択した内容を不揮発性メモリに MOS メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる 
時に、この項目を選択しまず 。 Exit Saving Changes を選択ずると、確認の画面が表示 
されまず。 

ここで、 「 Yes 」 を違ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了 
し、システムは自動的1こシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新た1こ選択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたし、 
時にこの項目を選択しまず。 

ここで、 「 No 」 を選択ずると、変更した内容を保をしないで SETUP を終わらせることがで 
きまず。 「 Yes 」 を選択ずると変更した内容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了 
し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のずベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load 
Setup Defaul なを選択ずると、磕認の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択ずると、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニュ ー 
の画面に戻りまず。 
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Load Custom Defaults 

このメニューを違択して < Ente 「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を 
□—ドします。 

Save Custom Defaults 

このメニューを違択して < Ente 「> キーを押すと、現在設定しているパラメータをカスタム 
デフォルト值として保存しまず。 



■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや B の S で設走した内容を化荷時の設をに戻すときに参照してください。 


IJ セツ 



0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わキーを押しながら、 
く Delete > キーを押してください。リセ、ソトを実巧します。 


M-O リセットは、本体の DIMM 巧のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてしまいまず。 

fgm 八ングアップしたとをむがでリセットをミ5ラとをは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 


強制電源日 FF 


OS か6シャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ，ソチを押しても電源を OFR こで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用しまず。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し統けてください。電源が強制的に OFF じなります。 
(電源を再び ON じするときは，強制電源 OFF か6約10秒ほど待ってから電源を ON にしてく 
ださい。） 


mm 


U モートバワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 0 S を起動 
させ、正甫な方まで電源を OFF にしてください。 


CMOS メモリ•パスワードのクリア -コンフイグレーシヨンジヤンパスイッチ- 


本装置自身が持つセットアップユーティリティに ETUP 」 では、内部のデータを第兰者か6 
保護するために独自のパスワードを設をすることができまず。 

万一，パスワードを忘れてしまったときなどは，ここで説 S 月するち法でパスワードをクリア 
することができます。 

また、 CMOS メモリに保をされている内容をクリアずる場合わ同様の手順で行います。 

パスワード / CMOS メモリのクリアは本体内部のコンフィグレーシヨンジヤンパスイ、ソチを 
操作して行いまず。ジャンパスイッチは次ページに示す図の位置にあります。 


两-〇 • CMOS メモ U の内容をク U アずると SETUP の設定内容びずべてデフォルトの設定に戻 
B 重 a りまず。 

• その他のジャンバの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作の原因となりま 
す。 
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• CMOS メモ U の内容のな護/クリア用ピン （1-2 ピン） 

2 つのピンをショー ト ： CMOS メモリの内容をクリアする 
2 つのピンを才ープン： CMOS メモリの内容を保農する（出荷時の設定) 

• パスワードの保護/クリア用ピン （3-4 ピン） 


2 つのピンをショー ト： パスワードをクリアずる 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（化荷時の設を) 

それぞれの内容をクリアずるちまを次に示しまず。 





A \ 

®0 

® を 

装置を安全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。人が死 
こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページむ降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを抜かずに取り巧わない 
























































































A ま意 

装置を安全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りくだをい。乂傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
1 U 降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 落下注意 

• 装置を引を出した状態にしない 
• 指を巧まない 
• 局温ま意 

• ラックが不を定な状態でデパイスをラックか5引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


VT-O 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレーム音 B 分などに触れて身 
TO 司体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。巧部の部品や部品の端子部分を素手で軸5 
ないでください。静電気に関ずる説明は102ページで詳しく説明していまず。 

1. 103ページを参照して準備をずる。 

2 . クリアしたい機能のジャンパスイッチの設をを変更ずる。 

I w-oira 

• 本体のジャンバピン（ピン11-12)に付いているクリップを使用してください。 

• ク U ップをなくさないよラま意してください。 

3. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

4. POST を終了した6,電源を OFF にする。 

已.ジャンパスイッチの設をを元に戻した後，电う一を電源を ON にして設定し直す。 

•L 画 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11- 12に差し込んでおい 
てくださし、。 



ピン 11-12 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインやン〇ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当て6れています。オプションを増設す 
るときなどじ参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当て6れています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムクイマ 

8 

リアル女イムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI/BMCIRQ 

3 

COM 巨シリアルポート 

11 

PCI/BMCIRQ 

4 

COM A シリアルポート 

12 

マウス 

5 

PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ□ッピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

化荷時では 、 Auto Dete はじ設をされていまず。 PCI ス□ツトに IRQ を化のデパイスと共 
有できないボードを取り付けた場合は下表の設定例のように設をを変更して<ださい。 


メニユー項目 

割り込み 

旧 Q 設定例 

PCI IRQ 1 

LAN 1 

IRQ 7 

PCI IRQ 2 

LAN 2 

IRQ 7 

PCI IRQ 3 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 4 

USB Port 1/2 

IRQ 已 

PCI IRQ 日 

PCI ス□、ソト #1 

IRQ 11 

PCI IRQ 6 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 7 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 8 

USB Port 3 

IRQ 已 


1已巨 


























• I / O ポートアドレス 


アドレス 

使巧チップが 

00-0 F 

DMA 1 コント□-ラ 

20-21 

割り込みコント□ーラ1 

2 E -2 F 

S - I /0 コンフィグレーシヨン 

40-43 

タイマ*! 

4 E -4 F 

( S - I /0 コンフィグレーシヨン之） 

60 

キーボード/マウス 

61 

ノンマスカブルインターラプト 

64 

キーボード/マウス 

70-73 

リアルタイムク□ック，ノンマスカブルインターラプト 

80-8 F 

DMA 1、 DMA 2 

92 

ポート92 

A 0- A 1 

割り込みコント□ーラ2 

己2-目3 

アドバンストパワーマネージメント 

C 0 -DF 

DMA コント□-ラ2 

F 0 

コプ□セ、ソサエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( IDE プライマリバス） 

2 F 8-2 FF 

シリアルポート2 

370-377 

(フ □、ソ ピーディスクコント□-ラの、 IDE コント□-ラ2 

3 BF -3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フ □、ソ ピーディスクコント□-ラ K IDE コント□-ラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 

4 D 0-4 D 1 

割り込みコント□ーラ1、2 

CA 2- CA 7 

ベースボードマネージメントコント□-ラ （ BMC ) 

CF 8 -CFB 

PCI コンフィグレーシヨンアドレス/リセツトコント□-ル 

CFC-CFF 

PCI コンフィグレーシヨンデータ 


-1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類皆数(こよって1壬意に設定されます。 


八—ドウエア編 


157 































〜 Memo - 


1已8 



























